
平成14年（2002年）

11月26日（火）上尾市長・議長及び関係者が
来村し片品村役場内において「災害時相互応援に
関する協定」の調印式が開催されました。
この協定は、阪神・淡路大震災を教訓に、片品

村及び上尾市のいずれかの地域において災害が発
生した場合に、被害を受けた地域独自では、十分
に被害の救護措置等が実施できないとき応急措置
等の応援を行なうという内容です。
片品村では、平成８年10月に埼玉県蕨市と同

様の協定を結んでいますが、今回さらに力強い仲
間が増え片品村にとって大きな財産になりました。

今月の主な内容
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広報かたしな H14. 12

会　　　計　　　名

国 民 健 康 保 険
老　 人　 保　 健
簡　 易　 水　 道
農 業 集 落 排 水 事 業
下　水　道　事　業
介　 護　 保　 険

６０７,９６５
６１２,３９４
１３１,８５２
４７４,６５７
１８６,８００
２３９,８５０

歳　　入 歳　　出 歳　　入 歳　　出
６０７,９６５
６１２,３９４
１３１,８５２
４７４,６５７
１８６,８００
２３９,８５０

２４１,７５９
２８５,８６２
３７,３７５
２,２８５
２,６１４

１１７,０３６

２２６,３７４
２４６,０９２
４２,２５０
９８,９５９
４４,２９１

１０５,３１５

３７.２
４０.２
３２.０
２０.８
２３.７
４３.９

予　　算　　額 現年度収支額
執　行　率

区　　　　　分

７,９９９
１,１４２
２６,５６４
８８,６００
１,９７８
５０,１７０
６３,３５３

３,９９５,９０７
４３８,２６０
５６８,２０１

５,２４２,１７４

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

７,９９９
１,１４２
２６,５６４
８８,６００
１,９７８
５０,１７０
６３,３５３

３,９９５,９０７
４３８,２６０
５６８,２０１

５,２４２,１７４

１,９９８
４９９

２１,３８６
２０,６５７
１,６５２

０
８,７０４

０
０
０

５４,８９６

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

１,９９８
４９９

２１,３８６
２０,６５７
１,６５２

０
８,７０４

０
０
０

５４,８９６

前　期　末
現　在　高

今　期
増減高

今　期　末
現　在　高

前期末
現在高

今　期
増減高

今期末
現在高

土　　　地（地積）

本　　　 庁　　　 舎

山　　　　　　　　林
原　　　　　　　　野
そ　　　 の　　　 他
合　　　　　　　　計

その他
の行政
機　関

公共用
財　産

建　　物（延面積）

会　計　名

観光施設事業

収 益 的 収 入
収 益 的 支 出
資 本 的 収 入
資 本 的 支 出

５５６,２３０
５５５,９５６
２１２,０００
２６２,９５２

１１３,３２１
１１９,１３２
５２,０００
９６,９６０

２０.４
２１.４
２４.５
３６.９

項　　　目 予　算　額 現年度収支額 執　行　率

村有財産の保有状況

特別会計

区　　　　　　　　　　分
２４
１０
３
８

３０
１
８
４

８８

０
０
０
０
０
０
０
０
０

２４
１０
３
８

３０
１
８
４

８８

前期末現在高 今期増減高 今期末現在高

１ 土地及び建物

（単位:千円）

（単位:㎡）

（単位:台）

（平成14年９月末現在）

２ 物　品

警察（消防）施設
そ の 他 施 設
学　　　　　 校
公　営　住　宅
公　　　　　 園
そ の 他 の 施 設

乗　　　　　　　用　　　　　　　車
小　 型　 貨　 物　 、 バ　 ン
バ　 ス　 、 マ　 イ　 ク　 ロ
軽　 四　 輪　 乗　 用　 貨　 物
消　　　　　　　防　　　　　　　車
小　　　型　　　ダ　　　ン　　　プ
ブ　　ル　　ト　　－　　ザ　　－
身　 障　 者　 用　 特　 殊　 車　 両
合　　　　　　　　　　　　　　　 計
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広報かたしな H14. 12

款　　　　　　　　別
１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13
14

１０１,４５２
５８５,８３６
７２７,２０４
４０８,４５７

８１
５０８,４７９
１５０,０９３
３２０,８４２
１５５,０４５
４８２,２３４
１９,６８６

７０３,９４１
２２０,５００

２,０００
４,３８５,８５０

４７,７８１
２３２,１８５
２６４,１０３
１８０,９８０

６１
１２４,１７９
７７,１８７
５９,８１６
８３,４７９

２３２,３５７
９

３４８,７３７
１００,０００

０
１,７５０,８７４

４７.１
３９.６
３６.３
４４.３
７５.３
２４.４
５１.４
１８.６
５３.８
４８.２
０.０

４９.５
４５.４
０.０

３９.９

予　　算　　額 現年度支出額 執　　行　　率

平成14年９月末現在の片品村の財政事情は、次表のとおりとなっております。

今後、皆様の行財政に関するご協力をお願いいたします。

なお、本掲載は「片品村財政事情書の作成及び公表に関する条例」に基づく掲載のため、速報数値であり、

監査等承認手続未了の数値であります。

歳入歳出予算の執行状況（14年４月～14年９月）

平成14年度の財政事情

一般会計
１　歳　入

２　歳　出

（単位:千円）

（単位:千円）

款　　　　　　　　別
１
２
３
４
６
７
８
９
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

６２６,１４３
７４,０００
１３,５００
５６,０００
４６,０００
６,５００

１０,０００
１,９４２,９０７

１,６００
９１,４７０
２７,５５４

１２７,５４３
２４６,２１１
１４,７５２

１
３４０,１１０
１００,０００
１６９,５５９
４９２,０００

４,３８５,８５０

３６６,６０８
２１,８１６
２,７３０

３１,５６９
１０,４３１
１,６５６
７,５８７

１,４４４,４０９
９００

３４,９４７
１０,２２８
２５,４８５
１５,３７６
１２,４７２

０
１２０,７３９
１１３,３５２

９,１６３
０

２,２２９,４６８

５８.６
２９.５
２０.２
５６.４
２２.７
２５.５
７５.９
７４.３
５６.３
３８.２
３７.１
２０.０
６.２

８４.５
０.０

３５.５
１１３.４

５.４
０.０

５０.８

予　　算　　額 現年度収入額 執　　行　　率
村　　　　　　　　　　　　　　税
地　　 方　　 譲　　 与　　 税
利　　子　　割　　交　　付　　金
地　方　消　費　税　交　付　金
自 動 車 取 得 税 交 付 金
ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金
地　 方　 特　 例　 交　 付　 金
地　　 方　　 交　　 付　　 税
交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金
分　担　金　及　び　負　担　金
使　用　料　及　び　手　数　料
国　　 庫　　 支　　 出　　 金
県　　　　支　　　　出　　　　金
財　　　　産　　　　収　　　　入
寄　　　　　　 附　　　　　　 金
繰 入 金
繰　　　　　　 越　　　　　　 金
諸　　　　　　 収　　　　　　 入
村　　　　　　　　　　　　　　債
合　　　　　　　　　　　　　　計

議　　　　　　 会　　　　　　 費
総 務 費
民 生 費
衛　　　　　　 生　　　　　　 費
労　　　　　　 働　　　　　　 費
農　　林　　水　　産　　業　　費
商　　　　　　 工　　　　　　 費
土　　　　　　 木　　　　　　 費
消　　　　　　 防　　　　　　 費
教　　　　　　 育　　　　　　 費
災　　 害　　 復　　 旧　　 費
公　　　　　　 債　　　　　　 費
諸　　　　　　 支　　　　　　 出
予　　　　　　 備　　　　　　 費
合　　　　　　　　　　　　　　計
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平
成
十
四
年
十
一
月
三
日
付
け
で

秋
の
褒
章
が
政
府
よ
り
発
令
さ
れ
、

戸
倉
に
お
住
ま
い
の
元
自
然
公
園
指

導
員
萩
原
一
二
さ
ん
が
授
章
し
ま
し

た
。
な
お
、
伝
達
式
は
十
一
月
十
三

日
、
環
境
省
で
行
わ
れ
、
鈴
木
環
境

大
臣
か
ら
褒
章
の
記
、
褒
章
が
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
皇
居
宮
殿

「
春
秋
の
間
」に
お
い
て
拝
謁
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

萩
原
さ
ん
が
授
章
し
た
の
は
藍
綬

褒
章
で
、
こ
の
褒
章
は
、
公
衆
の
利

益
を
興
し
た
方
や
公
同
の
事
務
に
尽

力
さ
れ
た
方
に
賜
与
さ
れ
る
も
の
で

す
。
萩
原
さ
ん
は
昭
和
四
十
七
年
に

自
然
公
園
指
導
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ

て
か
ら
平
成
十
一
年
ま
で
の
二
十
八

年
間
、
尾
瀬
で
山
小
屋
を
経
営
す
る

傍
ら
、
尾
瀬
の
自
然
を
守
る
た
め
に

木
道
の
補
修
や
ゴ
ミ
の
持
ち
帰
り
運

動
等
に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
訪
れ
る
観
光
客
に
、
入
山
に
お

け
る
マ
ナ
ー
を
呼
び
か
け
る
な
ど
、

自
然
環
境
の
保
護
や
自
然
保
護
思
想

の
普
及
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
多
年
に
わ
た
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
的
活
動
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の

授
章
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

十
一
月
十
日
（
日
）
役
場
二
階
に

お
い
て
東
部
防
火
協
会
防
火
ポ
ス
タ

―
コ
ン
ク
―
ル
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
、「
消
す
心
　
置
い
て
く
だ
さ
い

火
の
そ
ば
に
」
の
標
語
に
あ
っ
た
す

ば
ら
し
い
作
品
が
そ
ろ
い
ま
し
た
。

入
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

最
優
秀
作
品
（
防
火
ポ
ス
タ
―
作
品
）

桑
原
　
瑞
生
（
片
小
五
年
）

村
　
長
　
賞

桑
原
　
瑞
生
（
片
小
五
年
）

大
竹
　
千
尋
（
片
小
三
年
）

戸
丸
　
晴
香
（
片
中
二
年
）

議
　
長
　
賞

三
浦
　
早
貴
（
武
尊
根
小
二
年
）

萩
原
　
　
聡
（
北
小
六
年
）

大
竹
　
優
太
（
片
中
一
年
）

教
育
長
賞

鹿
野
　
真
梨
（
南
小
二
年
）

星
野
　
優
美
（
南
小
六
年
）

星
野
　
　
彬
（
片
中
三
年
）

会
　
長
　
賞

萩
原
　
　
優
（
北
小
二
年
）

星
野
　
麻
衣
（
南
小
六
年
）

萩
原
　
憲
吾
（
片
中
一
年
）

署
　
長
　
賞

梅
澤
　
　
萌
（
北
小
三
年
）

吉
野
由
希
子
（
片
小
六
年
）

萩
原
　
綾
子
（
片
中
二
年
）

優
　
秀
　
賞

萩
原
　
未
央
（
北
小
五
年
）

星
野
　
堅
人
（
武
尊
根
小
三
年
）

宮
崎
こ
の
み
（
南
小
四
年
）

入
澤
　
美
希
（
片
小
六
年
）

千
明
由
美
子
（
片
小
五
年
）

吉
野
沙
耶
花
（
片
中
二
年
）

入
澤
　
奨
太
（
片
中
二
年
）

努
　
力
　
賞

羽
田
芽
ぐ
み
（
北
小
三
年
）

速
水
　
隼
人
（
武
尊
根
小
四
年
）

藤
井
　
加
奈
（
南
小
六
年
）

小
須
田
菜
摘
（
片
小
六
年
）

山
�
　
未
彩
（
片
小
四
年
）

飯
塚
あ
ゆ
み
（
片
中
一
年
）

吉
野
　
圭
太
（
片
中
三
年
）

佳
　
　
　
作

梅
澤
　
武
　
（
北
小
四
年
）

吉
澤
　
達
也
（
武
尊
根
小
六
年
）

桑
原
　
正
人
（
武
尊
根
小
五
年
）

田
中
允
侑
子
（
南
小
六
年
）

横
坂
美
智
子
（
片
小
五
年
）

小
須
田
菜
緒
（
片
小
四
年
）

星
野
絵
莉
奈
（
片
中
一
年
）

山
崎
　
敬
太
（
片
中
一
年
）

広報かたしな H14. 12

第
三
十
八
回
群
馬
県
優
良
青
年
農

業
者
表
彰
式
が
平
成
十
四
年
十
一
月

二
十
五
日
群
馬
県
庁
正
庁
の
間
で
開

催
さ
れ
、
片
品
村
か
ら
千
明
幸
市
郎

さ
ん
（
築
地
）
が
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
昭
和
四
十
年
に
農
業

の
国
際
化
、
技
術
の
高
度
化
、
情
報

等
が
進
展
す
る
中
で
未
来
に
向
か
っ

て
活
力
あ
る
農
業
・
農
村
の
確
立
に

取
組
む
青
年
農
業
者
の
意
欲
を
喚
起

す
る
た
め
、
優
れ
た
成
果
を
上
げ
て

い
る
方
を
表
彰
す
る
事
業
で
す
。

千
明
さ
ん
は
、
ダ
イ
コ
ン
を
中
心

と
し
た
農
業
経
営
を
行
い
、
農
作
物

の
価
格
低
迷
が
続
く
な
か
で
よ
り
一

層
の
経
営
安
定
を
図
る
た
め
、
品
質

向
上
を
目
指
し
、
緑
肥
作
物
の
短
期

輪
作
や
良
質
堆
肥
の
確
保
な
ど
、
土

づ
く
り
や
減
農
薬
等
を
含
め
た
環
境

に
優
し
い
農
業
経
営
が
評
価
さ
れ
受

賞
し
ま
し
た
。

今
後
も
千
明
さ
ん
の
意
欲
的
な
農

業
経
営
に
ご
期
待
致
し
ま
す
。

元
自
然
公
園
指
導
員

萩
原
一
二
さ
ん(

戸
倉)

平
成
十
四
年
秋
の
褒
章

「
藍
綬
褒
章
」を
授
章

片
品
村
農
業
の
担
い
手
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広報かたしな H14. 12

区　　　　　　　　　　分
１,８９０
５,０００
２,０００
１００

１
４３
３０

１６７
７１８
１４０
３０５

１９,７００
５,０００

２１
７６

７４,２２５
２０３
３８

２６１
７８１

１５,０００
１０

８,５００
１３４,２０９

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

１,８９０
５,０００
２,０００
１００

１
４３
３０

１６７
７１８
１４０
３０５

１９,７００
５,０００

２１
７６

７４,２２５
２０３
３８

２６１
７８１

１５,０００
１０

８,５００
１３４,２０９

前期末現在高 今期増減高 今期末現在高

地方債及び一時借入金の状況

３　出資による権利

４　基　金

区　　　　　　　　　　分
地　　　　方　　　　債
一　 時　 借　 入　 金
合　　　　　　　　　計

３,４２５,２５４
０

３,４２５,２５４

前期末現在高
△６９,０６３

０
△６９,０６３

今期増減高
３,３５６,１９１

０
３,３５６,１９１

今期末現在高

区　　分
現　　金 580,610 千円　 13,246 千円 593,856 千円

前期末現在高 今期増減高 今期末現在高 区　　分
現　　金 462,250 千円　 △25,240 千円 437,010 千円　

前期末現在高 今期増減高 今期末現在高

区　　分
現　　金 4,614 千円　 3,560 千円 8,174 千円

前期末現在高 今期増減高 今期末現在高 区　　分
現　　金 66,360 千円　 △10,000 千円 56,360 千円

前期末現在高 今期増減高 今期末現在高

区　　分
現　　金 50,782 千円　 0 千円 50,782 千円

前期末現在高 今期増減高 今期末現在高 区　　分
現　　金 137,000 千円　 0 千円 137,000 千円

前期末現在高 今期増減高 今期末現在高

（１）財政調整基金 （２）土地開発基金

（３）奨学基金 （４）地域づくり特別事業基金

（５）減債基金 （６）福祉基金

（単位:千円）

（単位:千円）
（平成14年９月末現在）

区　　分
現　　金 10,148 千円　 0 千円 10,148 千円

前期末現在高 今期増減高 今期末現在高

（７）ふるさと農村活性化基金

農　 業　 信　 用　 基　 金　 協　 会
信 用 保 証 協 会 出 え ん 金
片　 品　 村　 森　 林　 組　 合
群　 馬　 県　 造　 林　 公　 社　
群　 馬　 県　 椎　 茸　 農　 協
群　 馬　 県　 木　 炭　 協　 会
群馬県青果物生産出荷安定基金
群 馬 県 労 働 者 信 用 基 金 協 会
群 馬 県 農 業 後 継 者 育 成 基 金
群馬県畜産物価格安定基金協会
群 馬 県 ス ポ － ツ 振 興 事 業 団
武 尊 山 観 光 開 発 株 式 会 社
尾 瀬 高 原 リ ゾ － ト 株 式 会 社
群 馬 県 健 康 づ く り 財 団
ぐ　 ん　 ま　 腎　 臓　 バ　 ン ク
ふ る さ と 市 町 村 圏 基 金 出 資 金
群 馬 県 長 寿 社 会 づ く り 財 団
� 群 馬 県 工 業 技 術 振 興 基 金
� 群 馬 県 養 蚕 振 興 基 金
群　 馬　 県　 消　 防　 協　 会
�　 尾　 瀬　 保　 護　 財　 団
�群馬県家畜畜産物衛生指導協会
片 品 村 振 興 公 社 株 式 会 社
合　　　　　　　　　　　　　　　 計
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十
一
月
二
日
・
三
日
の
二
日
間
に

わ
た
り
、
役
場
二
階
及
び
文
化
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
文
化
協
会
の
一
大
行

事
で
あ
る
第
三
十
六
回
片
品
村
総
合

産
業
文
化
展
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

文
化
部
門
に
は
、
一
般
の
部
（
九

部
門
）
八
九
四
点
、
小
中
学
校
・
保

育
所
・
尾
瀬
高
校
六
四
六
点
、
合
計

一，

五
四
〇
点
の
出
品
が
あ
り
ま
し

た
。
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
リ
ハ
ビ
リ

事
業
参
加
者
、
片
品
村
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
、
桜
花
苑
入
所
者
等
が
共

同
で
作
り
上
げ
た
作
品
や
村
内
小
中

学
生
の
作
品
な
ど
た
く
さ
ん
展
示
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
関
連
行
事
と
し
て
三
日
に

中
央
公
民
館
で
将
棋
大
会
、
文
化
セ

ン
タ
ー
で
芸
能
発
表
会
、
十
六
日
に

は
文
化
セ
ン
タ
ー
で
か
た
し
な
音
楽

祭
が
そ
れ
ぞ
れ
盛
大
に
開
催
さ
れ
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
ま
し

た
。こ

れ
か
ら
も
、
ま
す
ま
す
文
化
展

が
発
展
し
、
よ
り
多
く
の
作
品
が
出

展
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
協
力
お
願
い
致

し
ま
す
。

群
馬
で
初
め
て
の
国
体
「
あ
か
ぎ

国
体
」
を
開
催
し
て
か
ら
二
十
年
。

節
目
の
大
会
幕
開
け
の
瞬
間
で
す
。

会
場
周
辺
で
は
物
産
品
即
売
も
行
い

ま
す
の
で
、
お
楽
し
み
に
。
ご
応
募

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
※
競
技
観
覧

は
申
込
不
要
。

【
募
集
要
項
】

▽
対
象
者

一
般
千
五
百
人
（
応
募

多
数
の
場
合
抽
選
）

▽
観
覧
料

無
料

▽
開
会
式
日
時

一
月
二
十
五
日

（
土
）
午
前
八
時
三
十
分
開
場
・
午

前
十
一
時
三
十
分
終
了
（
予
定
）

▽
主
な
内
容

催
事
（
和
太
鼓
演
奏
、

創
作
ダ
ン
ス
）、
式
典

▽
開
会
式
会
場

群
馬
県
総
合
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ぐ
ん
ま
ア
リ
ー
ナ

（
前
橋
市
関
根
町
）

※
当
日
、
周
辺
は
混
雑
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
近
隣
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。
通
行
予
定
の
方
は
な
る

べ
く
迂
回
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
現
地
ま
で
の
交
通

公
共
交
通
機

関
ま
た
は
臨
時
駐
車
場
（
群
馬
大
学

教
育
学
部
）
に
駐
車
し
て
徒
歩
十
分

程
度
。
開
会
式
観
覧
者
は
群
馬
県
総

合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
に
は

駐
車
で
き
ま
せ
ん
。

▽
応
募
方
法

応
募
者
全
員
の
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
記
載
し

て
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル

（gunm
akokutai@

pref.gunm
a.

jp)

で
応
募
。
１
通
に
つ
き
二
人
ま
で

応
募
で
き
ま
す
。

お
体
が
不
自
由
で
歩
行
に
支
障
の

あ
る
方
は
、
そ
の
旨
も
お
書
き
添
え

く
だ
さ
い
。

▽
応
募
先

〒
三
七
一
―
八
五
七
〇

前
橋
市
大
手
町
一
―
一
―
一

群
馬
県
庁
冬
季
国
体
推
進
室
内
「
開

会
式
観
覧
者
募
集
係
」

▽
募
集
締
切

一
月
十
日（
金
）必
着

▽
当
選
通
知

入
場
整
理
券
の
発
送

を
も
っ
て
代
え
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
県
庁
冬
季
国
体

推
進
室
（
〇
二
七
・
二
二
六
・
四
七

四
一
Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
二
七
・
二
四
三
・
五

〇
四
一
）

広報かたしな H14. 12

永
年
表
彰
　
　
五
名

（
文
化
協
会
活
動
に

十
年
以
上
功
労
の
あ
っ
た
者
）

横
坂
　
末
吉
（
文
芸
）

千
明
ヒ
ロ
子
（
文
芸
）

金
子
理
恵
子
（
華
道
）

永
井
　
栄
子
（
華
道
）

芝
崎
　
明
恵
（
華
道
）

優
秀
賞
　
　
十
一
名

（
県
規
模
以
上
の
展
示
会
及
び

コ
ン
ク
ー
ル
等
に
入
選
し
た
者
）

桑
原
　
　
葵
（
片
小
三
）

萩
原
　
彩
奈
（
北
小
六
）

星
野
　
優
美
（
南
小
六
）

星
野
　
麻
衣
（
南
小
六
）

星
野
　
洋
人
（
南
小
四
）

宮
崎
こ
の
み
（
南
小
四
）

横
坂
　
一
平
（
南
小
二
）

萩
原
　
　
渉
（
片
中
一
）

梅
澤
　
晴
奈
（
片
中
一
）

風
穴
　
　
拓
（
片
中
三
）

吉
野
　
由
彦
（
文
芸
）

片
品
村
文
化
協
会
表
彰
受
賞
者
の
紹
介

盛
大
に
開
催

「
群
馬
国
体
」
の
開
会

式
に
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
せ
ん
か
？

書道一般の部

書道学生の部

美術の部

写真の部

文芸の部

菊花の部

民芸の部

小山内佳子

田中允侑子

星野　壮一

星野　錦作

木村　佳江

萩原　源次

星野　信子

萩原　静子

山崎　寿晴

新井　光江

萩原　巳紀

大竹　久代

萩原　静枝

星野　　力

戸田　敏子

高山　晴香

入澤　洋子

横坂　末吉

入澤テル子

星野　祐昭

萩原　すぎ

千明　春香

吉野　新吾

星野　豊保

中村　導子

萩原　綾子

山崎　八郎

奥原　悦子

井上　寛紀

星野　　子

大竹　　明

寺岡　貞子

萩原　綾子

中坪アサ子

村 長 賞 議 長 賞 教育長賞 文化協会長賞 金 　 賞

第
三
十
六
回
　
総
合
産
業
文
化
展

第
三
十
六
回
　
総
合
産
業
文
化
展

第
三
十
六
回
　
総
合
産
業
文
化
展

第
三
十
六
回
　
総
合
産
業
文
化
展

第
三
十
六
回
　
総
合
産
業
文
化
展

第
三
十
六
回
　
総
合
産
業
文
化
展

第
三
十
六
回
　
総
合
産
業
文
化
展

第
三
十
六
回
　
総
合
産
業
文
化
展

第
三
十
六
回
　
総
合
産
業
文
化
展

，
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第
四
十
回
県
民
体
育

大
会
が
十
一
月
十
日

（
日
）
・
十
一
月
十
七

日
（
日
）
の
二
日
間
を

中
心
に
、
太
田
市
、
前

橋
市
、
伊
勢
崎
市
等
の

競
技
場
等
を
会
場
と
し

て
開
催
さ
れ
、
利
根
郡

の
代
表
と
し
て
片
品
村

か
ら
は
十
八
名
の
選
手

が
出
場
し
活
躍
を
し
ま

し
た
。
主
な
結
果
（
三

位
）
は
次
の
と
お
り
で

す
。

陸
　
上

優
　
勝

長
山
　
　
満

（
男
子
三
十
歳
代
走
幅
跳
）

井
上
　
光
貴

笠
原
　
昌
也

星
野
　
　
勤

（
男
子
四
百
M
リ
レ
ー
）

準
優
勝

星
野
　
和
雄

（
男
子
五
十
歳
代
砲
丸
投
）

第
三
位

吉
野
　
剛
幸

（
男
子
二
十
九
歳
以
下
千
五
百
M
）

な
お
、
陸
上
は
郡
の
部
で
男
女
と

も
に
第
三
位
、
本
村
か
ら
三
名
の
選

手
が
出
場
し
た
サ
ッ
カ
ー
も
第
三
位

と
な
り
、
利
根
郡
は
郡
の
部
総
合
成

績
で
も
第
三
位
と
な
り
ま
し
た
。

選
手
役
員
の
皆
さ
ん
大
変
ご
苦
労

様
で
し
た
。

去
る
十
一
月
二
十
三
日
（
土
）
片

中
体
育
館
に
お
い
て
、
第
三
十
八
回

婦
人
会
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
婦
人
会
員
の
体

力
の
増
進
と
相
互
の
親
睦
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
本
大
会
は
、
年

二
回
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
大
会
に

は
、
各
地
区
か
ら
三
十
二
チ
ー
ム
が

出
場
し
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発

揮
し
ま
し
た
。

な
お
、
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り

で
し
た
。

○
優
　
勝
…
８
支
部
Ｃ
チ
ー
ム

○
準
優
勝
…
６
支
部
Ｄ
チ
ー
ム

○
第
三
位
…
３
支
部
Ａ
チ
ー
ム

○
第
三
位
…
８
支
部
Ａ
チ
ー
ム

敗
者
復
活
戦
（
二
部
大
会
）

○
優
　
勝
…
６
支
部
Ｂ
チ
ー
ム

○
準
優
勝
…
４
支
部
Ｃ
チ
ー
ム

○
第
三
位
…
５
支
部
Ｂ
チ
ー
ム

○
第
三
位
…
４
支
部
Ａ
チ
ー
ム

選
手
・
役
員
の
皆
様
は
朝
早

く
か
ら
大
変
ご
苦
労
様
で
し

た
。

十
一
月
十
六
日
（
土
）
役
場
二
階

に
お
い
て
不
用
品
福
祉
バ
ザ
ー
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
村
民
の
皆
様
に
寄

付
し
て
い
た
だ
い
た
多
く
の
品
物
を

各
コ
ー
ナ
ー
別
に
仕
分
け
即
売
を
し

ま
し
た
。
当
日
は
大
勢
の
皆
様
に
お

い
で
い
た
だ
き
、
盛
況
の
う
ち
に
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

な
お
、
バ
ザ
ー
収
益
金
に
つ
き
ま

し
て
は
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
い

た
し
ま
す
。
ご
協
力
を
頂
い
た
村
民

の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
婦
人
会
役
員
の
皆
さ
ん
、

早
朝
よ
り
ご
苦
労
様
で
し
た
。

広報かたしな H14. 12

秋
季
婦
人
会
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
開
催

優勝した８支部Ｃチームの皆さん

十
一
月
十
七
日
（
日
）、
片
小
体

育
館
を
会
場
に
村
民
卓
球
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
で
は
、
小
学

生
、
中
学
生
か
ら
壮
年
ま
で
七
十
二

名
の
選
手
が
参
加
し
、
終
日
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

役
員
、
選
手
の
皆
さ
ん
早
朝
よ
り

大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

★
小
学
生
男
子
の
部

優
　
勝

飯
塚
　
　
剛
（
武
小
）

準
優
勝

梅
澤
　
怜
大
（
北
小
）

第
三
位

吉
澤
　
達
也
（
武
小
）

〃

星
野
　
真
生
（
北
小
）

★
小
学
生
女
子
の
部

優
　
勝

萩
原
　
　
萌
（
北
小
）

準
優
勝

萩
原
　
彩
奈
（
北
小
）

第
三
位

高
山
　
晴
香
（
北
小
）

〃

梅
澤
し
お
り
（
北
小
）

★
中
学
生
男
子
の
部

優
　
勝

萩
原
　
元
春

準
優
勝

萩
原
　
　
渉

★
中
学
生
女
子
の
部

優
　
勝

青
木
　
　
唯

準
優
勝

星
野
　
侑
里

第
三
位

吉
野
沙
耶
花

〃

星
野
　
依
里

★
一
般
男
子
の
部

優
　
勝

桑
原
　
信
一

★
一
般
女
子
の
部

優
　
勝

吉
野
み
ゆ
き

★
壮
年
男
子
の
部

優
　
勝

西
本
　
芳
一

不
用
品
福
祉
バ
ザ
ー

開
　
催

第40回県民体育大会第40回県民体育大会第40回県民体育大会第40回県民体育大会第40回県民体育大会第40回県民体育大会第40回県民体育大会第40回県民体育大会第40回県民体育大会

村
民
卓
球
大
会

村
民
卓
球
大
会

村
民
卓
球
大
会

村
民
卓
球
大
会

村
民
卓
球
大
会

村
民
卓
球
大
会

村
民
卓
球
大
会

村
民
卓
球
大
会

村
民
卓
球
大
会



広
報
文
芸
片
品
村
俳
句
作
家
協
会

平
成
十
四
年
十
一
月
俳
句
会

鎌
田
　
　
　
吉
野
　
道
子

雷
魚
や
訛
り
と
び
交
う
道
の
駅

雨
寒
し
亀
に
掛
け
や
る
枯
落
葉

鎌
田
　
　
　
中
村
　
導
子

鮮
や
か
な
ま
ま
に
凍
て
し
や
垣
根
菊

冬
早
し
お
し
や
べ
り
好
き
な
軒
雀

鎌
田
　
　
　
渡
辺
　
和
昭

帰
泉
路
の
師
も
足
止
め
よ
文
化
祭

暮
れ
の
こ
る
紅
葉
明
り
の
露
伴
の
碑

鎌
田
　
　
　
星
野
　
光
子

句
の
恩
師
静
に
召
さ
れ
文
化
の
日

節
穴
の
雨
戸
き
し
ま
せ
今
朝
の
冬

鎌
田
　
　
　
星
野
　
芳
江

初
雪
が
尾
瀬
白
く
し
て
師
は
逝
け
り

紅
葉
の
空
に
ヘ
リ
飛
ぶ
体
験
日

須
賀
川
　
　
大
竹
　
久
代

妖
精
の
と
ん
が
り
帽
子
唐
辛
子

生
も
死
も
一
字
な
り
け
り
残
り
菊

摺
渕
　
　
　
木
村
　
佳
江

朝
の
日
の
き
り
な
く
落
す
霜
の
桑

浅
黄
斑
蝶
迷
ひ
て
よ
ぎ
る
秋
の
庭

越
本
　
　
　
笠
原
　
芳
堂

晴
れ
着
き
て
お
ど
る
仕
草
や
七
五
三

柿
の
木
に
あ
さ
る
懸
巣
が
実
を
落
す

鎌
田
　
　
　
寺
岡
　
貞
子

大
霜
の
予
感
花
鉢
軒
に
入
れ

畑
中
に
柿
の
た
わ
わ
や
夕
茜

鎌
田
　
　
　
大
竹
　
恵
子

初
雪
や
明
日
を
気
づ
か
い
早
寝
す
る

そ
れ
ぞ
れ
の
和
顔
や
秋
の
農
協
祭

鎌
田
　
　
　
横
坂
　
末
吉

星
空
の
ま
た
た
き
増
え
て
秋
深
し

秋
終
る
昨
日
と
違
う
雲
流
れ

鎌
田
　
　
　
萩
原
弥
栄
子

一
陣
の
風
峡
に
き
て
霧
ひ
ら
く

風
さ
わ
ぐ
法
事
の
正
座
初
し
ぐ
れ

築
地
　
　
　
千
明
お
さ
む

枯
れ
菊
を
刈
れ
ば
さ
み
し
き
只
の
庭

枯
れ
茄
子
に
有
り
が
と
う
言
い
て
抜

き
捨
て
る

栃
久
保
　
　
戸
丸
　
好
夫

秋
蝶
は
小
さ
な
花
に
低
く
と
ぶ

葉
が
く
れ
と
柿
に
も
一
つ
泣
き
ほ
く
ろ

鎌
田
　
　
　
星
野
　
歌
子

着
付
け
さ
れ
お
し
と
や
か
な
る
七
五
三

老
夫
婦
昔
話
し
で
日
向
ぼ
こ

鎌
田
　
　
　
福
田
二
三
四

人
里
を
離
れ
湯
宿
の
残
り
蜂

晩
秋
の
夕
焼
に
向
く
飛
行
雲

鎌
田
　
　
　
星
野
ト
ミ
エ

時
移
り
紅
葉
落
葉
に
か
わ
り
け
り

尾
瀬
の
山
白
き
化
粧
に
冬
近
し

摺
渕
　
　
　
千
明
　
新
芽

初
雪
や
師
の
亡
き
里
を
潔
ら
か
に

悲
し
さ
を
秘
め
て
楽
し
き
秋
の
旅

9
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I love shopping at 100 yen shops here in Japan. 
私は日本の100円ショップで買物をするのが大好きです。

100 yen shops sell many useful things, like dishes and office supplies.
100円ショップではお皿とか事務用品など生活に役立つものをたくさん売っています。

In America, we have "dollar stores," where each item costs just $1.
アメリカには、『１ドルストア』があります。全部１ドルです。

Since $1 equals about ¥120, items at dollar stores are actually more expensive. 
１ドルはだいたい120円ですから、１ドルストアのほうが現実的に高いですね。

But, dollar stores sell only unnecessary things, like toys and decorations.
けれども、１ドルストアにはおもちゃとか飾りなどのつまらないものばかりです。

Of course, at dollar stores you only buy a few things, so you only spend a few dollars. 
１ドルストアでは少ししかものを買いませんから、使うお金も少しですみます。

At 100 yen shops, I find so many things I want that I usually spend a lot of money! 
100円ショップには欲しいものがとてもたくさんあるので、私はいつもたくさんお金を使ってしまいます。

Key words:  キーワード：
useful 役に立つ item 項目　品物
actually 本当に decoration 飾り
spend (お金を)費やす usually 普通に

Question: 問題：
Which costs more, an item at a dollar store 
or one at a 100 yen shop?
１ドルストアと100円ショップではどちらが品
物の値段が高いでしょう？

Last Month's Answer: 先月の答え：
American teachers talk to each other at
lunchtime only. アメリカの教師がランチタ
イムのみにお互いに話をします。

December Celebrations: 
１2月のおまつり：

12/10 Universal Human Rights Day
万国人権ディ（国際）
This day celebrates the rights of all people
to liberty and safety. この日にはすべての
人々の自由と安全の権利を祝います。

12/31 Make Up Your Mind Day
決心の日（国際）
End the year by deciding what you want to 
do differently in 2003… then do it! 来年し
たいことを決めて今年を終えてください。そし
てそれを実行しましょう。

Culture Comparison: 文化の比較：

Fun Website of the Month: 今月のおすすめ Web サイト：
http://www.jigsawland.com

たのしいジグソーパズルです。チャレンジしてください。
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片
品
は
大
雪
で
、
会
場
に
集
ま
る

の
が
大
変
な
中
、
沼
田
ボ
ウ
ル
に
お

い
て
「
ボ
ー
リ
ン
グ
教
室
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

悪
天
候
で
し
た
が
、
二
十
二
名
の

受
講
生
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
沼

田
ボ
ウ
ル
の
方
に
「
ボ
ー
ル
の
選
び

方
」「
ボ
ー
ル
の
投
げ
方
」
な
ど
を

指
導
い
た
だ
い
た
後
、
実
技
を
行
い

ま
し
た
。
技
量
は
様
々
で
し
た
が
、

参
加
者
全
員
が
楽
し
く
ゲ
ー
ム
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
で
、
今
年
度
の
五
回
の
全
講

座
が
終
了
し
ま
し
た
。
終
了
後
の
受

講
生
の
感
想
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま

す
。

「
楽
し
く
健
康
で
、
い
う
こ
と
な

し
で
す
。」「
大
変
良
い
と
思
い
ト
ラ

イ
し
た
の
で
す
が
、
都
合
に
よ
る
欠

席
が
あ
り
残
念
で
す
。
絶
対
に
出
席

し
た
い
。」「
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ

が
で
き
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

来
年
も
是
非
実
施
し
て
ほ
し
い
で

す
。」「
ト
ラ
イ
や
る
ス
ポ
ー
ツ
は
、

今
年
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
が
、
利

根
村
の
方
と
一
緒
で
人
数
も
多
い
の

で
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。」

「
気
楽
に
参
加
で
き
て
よ
か
っ
た
し
、

楽
し
か
っ
た
で
す
。」

多
く
の
方
に
御
参
加
い
た
だ
き
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

前
日
降
っ
た
雪
が
30
㎝
以
上
残
っ

て
い
る
中
の
開
催
に
な
り
ま
し
た
。

宮
内
良
氏
は
、
川
場
村
の
出
身
で
あ

り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
お
か
あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ

の
歌
の
お
に
い
さ
ん
の
経
験
者
で
す
。

幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
楽
し
め

る
幅
広
い
曲
。
た
だ
聞
く
だ
け
で
な

く
、
体
を
動
か
し
た
り
歌
っ
た
り
し

て
、
来
場
者
が
表
現
で
き
る
構
成
。

ス
テ
ー
ジ
場
だ
け
で
な
く
、
来
場
者

の
そ
ば
で
歌
う
工
夫
。

見
に
来
た
子
ど
も
達
が
、「
大
き

な
古
時
計
」
を
一
緒
に
歌
う
姿
や
マ

イ
ク
を
向
け
ら
れ
た
高
齢
者
が
「
北

国
の
春
」
を
歌
う
姿
が
と
て
も
印
象

的
で
し
た
。

「
シ
ャ
ン
ソ
ン
」
て
何
。
有
名
な

「
枯
葉
」
か
ら
始
ま
っ
た
井
関
真
人

一
人
旅
「
サ
ン
ソ
ン
で
し
ゃ
ん
そ
ん
」

の
コ
ン
サ
ー
ト
。
芸
能
鑑
賞
会
の
協

力
を
得
て
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

聴
く
人
を
魅
了
す
る
歌
声
。
観
衆

を
ひ
き
つ
け
る
ト
ー
ク
。
軽
や
か
な

ピ
ア
ノ
。

二
時
間
を
超
え
た
コ
ン
サ
ー
ト
で

し
た
が
、
そ
の
楽
し
さ
で
と
て
も
短

く
感
じ
ま
し
た
。

広報かたしな H14. 12

１月１月

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~
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~
~
~
~
~

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

☆
成
人
式

☆
郡
子
ど
も
会
上
毛
か
る
た
大
会

☆
体
育
関
係

・
小
学
生
ス
キ
ー
大
会

☆
学
校
関
係

・
冬
季
休
業
日
（
前
期
）

・
小
中
学
校
始
業
式

・
明
神
小
と
の
交
歓
会

・
冬
季
休
業
日
（
後
期
）

◇
片
小

・
書
き
初
め
大
会

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
会

◇
北
小

・
書
き
初
め
大
会

・
ス
キ
ー
教
室
（
一
〜
三
年
）

・
尾
瀬
花
か
る
た
大
会

◇
南
小

・
書
き
初
め
大
会

・
ス
キ
ー
教
室
（
一
〜
三
年
）

◇
武
小

・
書
き
初
め
大
会

・
ス
キ
ー
大
会

◇
片
中

・
県
中
体
連
ス
キ
ー
大
会

・
校
内
書
き
初
め
大
会

・
学
校
一
日
公
開
参
観
日

・
校
内
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
大
会

12
日

26
日

30
日

〜
７
日

８
日

22
〜
24
日

28
日
〜

８
日

10
日

８
日

16
日

17
日

８
日

21
日

８
日

23
日

19
〜
21
日

20
日

23
日

24
日

※
予
定
が
変
更
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
予
め
御
了
承
く
だ
さ
い
。

生涯学習コーナー

ト
ラ
イ
や
る
ス
ポ
ー
ツ
Ｔ
・
Ｋ

第
５
回
「
ボ
ー
リ
ン
グ
教
室
」

11
月
９
日

井
関
真
人
コ
ン
サ
ー
ト

11
月
17
日

しゅうかくパーティー
～ 北　小 ～

北小学校では、地域のお年寄りが「学習支援
隊」として、学校のさまざまな活動のお手伝い
をしてくださったり、知恵を貸してくださった
りしています。今年度も、１・２年生の畑でジ
ャガイモやサツマイモ、小豆、スイカなどの栽
培にご協力いただき、お陰様で実りある収穫と
なりました。
11月22日には、そのお祝いとお礼の気持ちを

込めて、30名の支援隊の皆さんをお招きし、
１・２年生の子どもたちが手作りの「しゅうか
くパーティー」を開催しました。歌や演奏での
歓迎から始まり、お年寄りの皆さんを交えての
ふうせんゲーム、グループごとに工夫した「お
店やさん」も大盛況。子どもたち自らが企画し
た催しに、お年寄りも終始笑顔で参加してくだ
さいました。
お昼には、収穫した野菜を使って支援隊の方

が心を込めてこしらえてくださったさとうつめ
っこやいも料理に、子どもたちは舌鼓を打ち、
充実した一時を過ごすことができました。

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�

宮
内
良
コ
ン
サ
ー
ト

11
月
10
日



次
の
基
準
に
該
当
す
る
方
は
、
表

彰
を
受
け
る
候
補
者
と
な
り
ま
す
の

で
、
受
賞
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
自

動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
の
平
成
十

四
年
十
二
月
二
日
以
降
に
発
行
す
る

無
事
故
無
違
反
証
明
書
を
添
え
て
申

請
し
て
下
さ
い
。

◎
表
彰
の
種
類
及
び
主
な
受
賞
資
格

各
章
共
通
受
賞
資
格

一
　
沼
田
交
通
安
全
協
会
の
会
員
で

あ
る
こ
と
。

一
　
過
去
に
同
種
の
表
彰
を
受
け
て

い
な
い
こ
と
。

一
　
交
通
法
令
以
外
の
法
令
違
反
の

あ
る
方
は
表
彰
か
ら
除
外
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

銅
　
　
章

一
　
五
年
以
上
自
動
車
等
の
運
転
に

従
事
し
、
そ
の
間
交
通
事
故
・
交
通

違
反
の
な
い
こ
と
。

銀
　
　
章

一
　
十
年
以
上
自
動
車
等
の
運
転
に

従
事
し
、
そ
の
間
交
通
事
故
・
交
通

違
反
の
な
い
こ
と
。

・
銅
章
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

金
　
　
章

一
　
十
五
年
以
上
自
動
車
等
の
運
転

に
従
事
し
、
そ
の
間
交
通
事
故
・
交

通
違
反
の
な
い
こ
と
。

・
銀
章
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

金
冠
銀
章

一
　
二
十
年
以
上
自
動
車
等
の
運
転

に
従
事
し
、
そ
の
間
交
通
事
故
・
交

通
違
反
の
な
い
こ
と
。

・
金
章
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

金
冠
金
章

一
　
三
十
年
以
上
自
動
車
等
の
運
転

に
従
事
し
、
そ
の
間
交
通
事
故
・
交

通
違
反
の
な
い
こ
と
。

・
金
冠
銀
章
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

◎
表
彰
の
時
期

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
中
の
予
定

◎
受
付
期
間

平
成
十
四
年
十
二
月
二
日
〜

平
成
十
五
年
一
月
三
十
一
日
ま
で

◎
そ
の
他

申
請
用
紙
は
総
務
課
に
あ
り
ま
す
。

無
事
故
無
違
反
証
明
を
と
る
に
は
郵

便
振
替
で
申
請
し
て
か
ら
約
二
十
日

間
か
か
り
ま
す
の
で
余
裕
を
も
っ
て

申
請
し
て
下
さ
い
。
な
お
申
請
時
に

印
鑑
・
運
転
免
許
証
・
証
明
代
金
七

七
〇
円
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◎
受
付
及
び
問
い
合
せ
先

片
品
村
役
場
　
総
務
課

1
五
八
―
二
一
一
一
　
内
線
⑰

11
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国民健康保険税

村 県 民 税

納期は12月25日です

第９期

第４期

今月の納期は

国民年金の保険料は

忘れずに納めましょう

国民年金保険料の納め忘れはありませんか。

国民年金の保険料は60歳になるまでコツコツ

納めていくことが肝心です。うっかり忘れてそ

のままにしておくと、将来受ける老齢基礎年金

が減額されたり、まったく受けられなくなって

しまう場合もあります。また、万一の時の障害

基礎年金や遺族基礎年金も受けられなくなって

しまいます。このようなことにならないために

も毎月忘れずに納めてください。

納め忘れを防ぐ一つの方法として保険料の

『口座振替』があります。一度手続きをすれば毎

月自動的に口座から引落されますので、毎月納

めていく手間が省け、大変便利です。

須 賀 川

御 座 入

菅 　 沼

築 　 地

下 　 平

摺 　 渕

幡 　 谷

鍛 治 屋

栃 久 保

登 　 戸

山 　 崎

栗 　 生

針 　 山

下 小 川

中 　 井

穴 　 沢

上 小 川

太 　 田

50,500

26,500

17,000

17,000

27,000

29,000

16,500

21,500

15,500

46,500

22,500

12,000

7,500

22,000

23,000

22,500

33,000

18,000

14,500

11,500

21,500

13,000

30,000

30,500

25,000

9,000

29,500

40,500

43,500

30,500

29,500

43,500

3,000

802,500

細 工 屋

阿 　 村

上 　 而

中 　 里

新 　 井

古 　 仲

伊 閑 町

閑 　 野

戸 　 倉

鎌 田 １

鎌 田 ２

鎌 田 ３

鎌 田 ４

鎌 田 ５

そ の 他

合 　 計

募 金 実 績 額 （単位：円）

地区名 募金額 地区名 募金額

赤い羽根共同募金運動を実施した結果、組長さんをは

じめ村民の皆様のご協力により、割当額（464,400円）

を超える実績額802,500円（実績率172％）という好

成績をおさめることが出来ました。下表の通り報告し、

ご協力に対するお礼とさせていただきます。

優
良
自
動
車

運
転
者
表
彰
の

お
知
ら
せ
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平
成
十
五
年
度
の
保
育
所
入
所
申

込
み
の
受
付
を
開
始
し
ま
す
の
で
、

保
育
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
要

領
に
よ
り
申
し
込
み
を
し
て
下
さ
い
。

【
受
付
時
間
】

十
二
月
九
日
（
月
）
〜
十
二
月
二

十
四
日（
火
）

・
平
　
日
　
午
前
八
時
三
十
分
〜

午
後
五
時
十
五
分

・
土
曜
日
　
午
前
八
時
三
十
分

正
午

【
申
請
書
の
交
付
及
び
受
付
場
所
】

各
保
育
所
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す

の
で
、
記
入
後
希
望
保
育
所
に
提
出

し
て
下
さ
い
。

【
提
出
書
類
】

①
入
所
申
込
書

②
平
成
十
四
年
分
源
泉
徴
収
票
の
写

し
。（
後
日
提
出
し
て
下
さ
い
。）

【
入
所
対
象
児
童
】

①
保
護
者
が
働
い
て
い
る
場
合
や
、

疾
病
等
の
理
由
に
よ
っ
て
保
育
に
欠

け
る
と
認
め
ら
れ
る
就
学
前
の
児

童
。

②
摺
渕
へ
き
地
保
育
所
に
は
、
乳
児

室
、
ほ
ふ
く
室
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

乳
児
保
育
に
つ
い
て
は
、
片
品
保
育

所
、
片
品
北
保
育
所
、
片
品
南
保
育

所
の
み
で
行
い
ま
す
。

③
平
成
十
四
年
度
か
ら
継
続
し
入
所

を
希
望
さ
れ
る
場
合
も
、
新
た
に
申

込
み
を
し
て
下
さ
い
。

④
村
外
入
所
希
望
に
つ
い
て
は
、
直

接
役
場
住
民
課
窓
口
ま
で
ご
相
談
下

さ
い
。

【
保
育
時
間
】

・
平
　
日
　
午
前
八
時
三
十
分
〜

午
後
五
時
十
五
分

・
土
曜
日
　
午
前
八
時
三
十
分
〜

正
午

【
保
育
料
】

保
育
料
は
村
県
民
税
及
び
所
得
税

に
よ
り
算
定
さ
れ
ま
す
。
口
座
振
替

を
ご
希
望
の
方
は
、
各
金
融
機
関
に

口
座
振
替
用
の
通
帳
と
印
鑑
を
持
参

の
上
、
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
口
座
振
替
申
込
用
紙
は
各
金
融
機

関
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。）
取
扱

い
金
融
機
関
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
群
馬
銀
行
尾
瀬
支
店
　

・
利
根
郡
信
用
金
庫
片
品
支
店

・
片
品
村
農
業
協
同
組
合

・
片
品
郵
便
局

・
尾
瀬
花
の
谷
郵
便
局

不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

役
場
住
民
課
窓
口
で
相
談
し
て
下
さ

い
。

※
保
育
所
は
、
家
族
に
代
わ
っ
て
児

童
の
世
話
を
す
る
福
祉
施
設
で
す
。

す
べ
て
の
児
童
は
、
そ
の
家
族
で
両

親
の
暖
か
い
愛
情
の
も
と
で
育
て
ら

れ
る
こ
と
が
理
想
で
す
。

し
か
し
、
両
親
が
仕
事
を
し
て
い

た
り
、
病
気
な
ど
に
か
か
っ
て
い
る

た
め
に
十
分
に
保
育
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
保
育
所

は
、
こ
れ
ら
保
育
に
欠
け
る
児
童
を

両
親
に
代
わ
っ
て
保
護
養
育
す
る
事

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

入
所
の
可
否
は
先
着
順
で
は
な

く
、
家
庭
の
事
情
を
総
合
的
に
審
査

し
て
決
定
さ
れ
ま
す
。
申
込
書
類
に

不
備
が
な
い
事
を
確
認
し
て
、
で
き

る
だ
け
早
め
に
手
続
き
を
し
て
下
さ

い
。な

お
、
現
在
保
育
料
を
滞
納
さ
れ

て
い
る
方
は
保
育
料
を
払
っ
た
後
入

所
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

人
口
の
高
齢
化
や
医
療
技
術
の
進

歩
に
よ
り
医
療
費
が
年
々
増
え
続
け

て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
増
え
続
け
る

と
医
療
費
財
政
が
パ
ン
ク
し
て
し
ま

い
ま
す
。
医
療
費
財
政
が
苦
し
く
な

れ
ば
保
険
税
や
自
己
負
担
金
の
値
上

が
り
等
、
お
年
寄
り
は
も
ち
ろ
ん
若

い
世
代
の
人
の
生
活
に
も
大
き
く
影

響
し
て
き
ま
す
。

生
活
水
準
が
上
が
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
病
気
の
種
類
も
変
わ
っ
て
き
て

い
ま
す
。
糖
尿
病
や
ガ
ン
な
ど
の
生

活
習
慣
病
の
増
加
が
医
療
費
を
押
し

上
げ
て
い
ま
す
。

医
療
費
を
抑
え
る
た
め
に
は
、
病

気
に
な
っ
て
か
ら
考
え
る
の
で
は
な

く
、
病
気
に
な
ら
な
い
よ
う
に
日
ご

ろ
か
ら
自
分
の
生
活
を
考
え
ま
し
ょ

う
。
健
康
で
元
気
に
長
生
き
し
て
い

る
人
は
次
の
こ
と
に
心
が
け
て
い
ま

す
。

①
一
日
三
回
規
則
正
し
く
食
事
を
と

る②
食
事
は
よ
く
か
ん
で
食
べ
る

③
野
菜
や
果
物
な
ど
食
物
繊
維
を
と

る④
た
ば
こ
は
吸
わ
な
い

⑤
新
聞
や
テ
レ
ビ
か
ら
情
報
を
得
る

⑥
自
立
心
が
強
い

⑦
趣
味
を
持
ち
気
分
転
換
で
き
る

⑧
家
に
閉
じ
こ
も
ら
な
い
で
外
出
を

よ
く
す
る

⑨
就
寝
・
起
床
時
間
が
決
ま
っ
て
い

る⑩
信
頼
で
き
る
か
か
り
つ
け
医
を
も

っ
て
い
る

健
康
で
楽
し
い
人
生
が
送
れ
る
よ

う
に
、
一
人
ひ
と
り
が
健
康
に
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

尾
瀬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、

今
年
度
の
年
末
年
始
休
日
が
長
い
た

め
、
特
別
に
可
燃
物
の
収
集
日
を
設

け
ま
し
た
。
日
時
を
守
っ
て
８
時
30

分
迄
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

日
　
時

１
月
３
日
金
曜
日

１
区
・
２
区
・
３
区

４
区
・
５
区
・
８
区

１
月
４
日
土
曜
日

６
区
・
７
区

な
お
、
収
集
日
以
外
は
収
集
棚
に

出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
1
五
八
―
二
〇
一
六
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増
え
続
け
る
医
療
費

大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う

保
育
所
入
所
申
し
込
み
の

受
付
に
つ
い
て

も
え
る
ご
み
の
年
始
特
別

収
集
に
つ
い
て

施　　設　　名

片 品 保 育 所

片 品 北 保 育 所

片 品 南 保 育 所

摺渕へき地保育所

120

45

45

30

58－3171

58－7530

58－2684

58－3984

定　員 電　　　話



水
道
法
及
び
片
品
村
条
例
に
基
づ

い
て
給
水
装
置
の
新
設
・
改
造
･

修
繕
又
は
撤
去
の
工
事
を
行
う
場
合

は
、
片
品
村
指
定
給
水
装
置
工
事

業
者
で
な
け
れ
ば
工
事
を
施
工
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
工
事
を
行

う
場
合
は
次
の
指
定
工
事
業
者
に
依

頼
し
て
下
さ
い
。

指
定
工
事
業
者
証
交
付
順

（
株
）
ア
サ
ミ
　
　
　
（
渋
川
市
）

（
株
）
尾
瀬
ト
ー
タ
ル

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ（
片
品
村
）

笠
原
設
備
　
　
　
　

（
片
品
村
）

尾
瀬
設
備
　
　
　

（
片
品
村
）

片
品
設
備（
有
）

（
片
品
村
）

利
根
衛
生
設
備（
株
）
（
片
品
村
）

星
野
設
備
　
　
　
　

（
片
品
村
）

佐
藤
設
備
　
　
　
　

（
片
品
村
）

星
　
設
備
　
　
　
　

（
片
品
村
）

真
庭
住
設（
有
）

（
月
夜
野
町
）

（
有
）
安
立
設
備
　

（
利
根
村
）

（
株
）
十
王
電
設
　

（
沼
田
市
）

（
有
）
佐
藤
管
工
　

（
利
根
村
）

八
須
賀
建
設
工
業(

株)

（
片
品
村
）

吉
本
工
業(

株)

（
利
根
村
）

高
橋
冷
熱
　
　
　
　

（
利
根
村
）

（
株
）
植
原
設
備
工
業
（
高
崎
市
）

（
株
）
高
橋
舗
道
　
　
（
昭
和
村
）

佐
藤
設
備
工
業
　
　

（
沼
田
市
）
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おもわず契約！「しまった」と思ったら…

訪問販売や電話勧誘販売で商品などの購入契約をした後、「やっぱりい
らなかった」「解約したい」と後悔したことはありませんか。こんなとき
にすぐ思い出してほしいのがこの「クーリング・オフ」。
いったん契約をしてしまったけれども、契約した日（書面を受け取った

日）から一定の期間内であれば、その契約を消費者の方から一方的に解除
できるという、消費者の強い味方なのです。

クーリング・オフ制度とは

クーリング・オフの記載例
クーリング・オフは必ず書面（内容証明郵便か簡易書留）で販売会社に

申し出ます。（口頭では確実に申し出たという証拠が残らないためです。）

● ハガキの場合（簡易書留で）

相談・お問い合わせは消費生活センター
又は役場消費者行政担当課（観光課）へ
お気軽にどうぞ。

○群馬県消費生活センター　　　○沼田市消費生活センター
1(027)254－3000 1(0278)20－1500

●内容証明郵便
（郵便局で証明を受けてから投函します）

◯
◯
県
◯
◯
市
◯
◯
町
◯
番
地�

◯
◯
◯
販
売
株
式
会
社
　
御
中�

・
契
約
者
住
所�

・
契
約
者
氏
名�

切
手�

契
約（
申
込
み
）
　
年
　 

月
　 

日�

　
　
・
販
売
業
者�

　
　
・
販
売
員
氏
名�

　
　
・
販
売
業
者
住
所�

　
　
・
電
話
番
号�

　
　
・
商
品
・
役
務
・
権
利
名�

�

右
記
日
付
の
申
込
み
は
撤
回
し
、
ま
た�

は
契
約
を
解
除
し
ま
す
。�

　
　
　
　
　
　
　
　  

年
　
月
　
日�

（表　面）� （裏　面）�
●証拠として、コピーをとっておきましょう。�

　
　
　
　
　
　

通
知
書�

�

一
、
私
は
貴
社
と
締
結
し
た
左
記
の
契
約
を
解
除
し
ま
す
。�

　
　
契
約
年
月
日
　
　
　
平
成
◯
年
◯
月
◯
日�

　
　
商
　
品
　
名
　
　   

◯
◯
◯
◯�

一
、
私
が
支
払
っ
た
代
金
◯
◯
円
を
至
急
返
金
し
て
く�

だ
さ
い
。�

一
、
私
が
受
け
取
っ
た
商
品
を
貴
社
の
費
用
で
お
引
き�

取
り
く
だ
さ
い
。�

��

　
　
平
成
◯
年
◯
月
◯
日�

　
　
群
馬
県
◯
◯
市
×
×
町
◯
丁
目
◯
番
◯
号�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
氏
名
）
　
◯
◯
◯
◯�

　
　
◯
◯
県
◯
◯
市
×
×
町
◯
丁
目
◯
番
◯
号�

　
　
株
式
会
社
　
◯
◯
◯
◯�

　
　
代
表
取
締
役
　
　
◯
◯
◯
◯
様
　�

●用紙は3部複写（コピーでも可）�
●1枚に20字詰め26行以内（用紙は文房具店で購入可能）�
�

片
品
村
指
定
給
水
装
置

工
事
業
者
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「
事
故
の
な
い
　
群
馬
の
未
来
は

あ
な
た
か
ら
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

冬
の
県
民
交
通
安
全
運
動
が
十
二
月

十
一
日
〜
三
十
一
日
ま
で
の
二
十
一

日
間
実
施
さ
れ
ま
す
。

重
点
事
項
は

一
　
高
齢
者
の
事
故
防
止

一
　
自
転
車
の
安
全
な
利
用
の
推
進

一
　
夕
暮
れ
時
・
夜
間
の
交
通
事
故

防
止
で
す
。

ま
た
、
お
酒
を
飲
む
機
会
が
増
え

る
時
季
で
す
が
、
飲
酒
運
転
は
絶
対

し
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
夕
暮
れ
が
早
ま
り
ま

す
。
早
め
に
ラ
イ
ト
を
つ
け
、
自
分
の

位
置
を
他
の
車
や
、
人
に
お
し
え
て

や
さ
し
い
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

お
互
い
、
交
通
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー

を
守
り
交
通
事
故
の
無
い
、
明
る
く

安
全
な
地
域
作
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

広報かたしな H14. 12

除雪は、降雪が10センチないし20センチ

になると村内の幹線道路から作業を開始しま

す。現在除雪車は、幹線用５台、公共施設用

（役場、文化センター、公園等）１台、エン

カル車１台が配置されております。

今年は、例年になく除雪体制が整わないう

ちに降雪があり、村としても大慌てになりま

した。

村民の皆さん方には不都合をおかけいたし

ましたが、除雪にも優先順位があり村内の幹

線道路から行うため、細部まで一斉に出来な

い場合もありますから皆さん方のご理解をお

願いします。

また、降雪時に道路上の駐車車輌が作業の

支障になることもありますので、皆さんの御

協力をお願いします。

2003年１月31日～２月２日花の谷公園

（役場北側）において、本年度も「かたしな

冬まつり」スノーアートコンテスト（雪像コ

ンテスト）を開催いたします。

幻想的な雰囲気を持つ芸術作品を気の合う仲

間達で作り、感動そして爽快感を味わってみ

ませんか？

受賞者には多数賞品を用意しておりますの

で、皆さん奮ってご参加ください。

制作期間・雪像規格・注意事項等につきまし

ては、イベント委員会事務局で詳しくご説明

いたしますので、下記までご連絡ください。

○作品募集数 約30体

○申し込み期間
2002年12月30日まで

○問い合せ先
片品村観光協会

イベント委員会

事務局

1５８－３２２２

平成14年度工業に関する統計調査にご協力を
「工業統計調査」が、平成14年12月31日現在で全国一斉に

実施されます。
「工業統計調査」は、製造業を営む事業所を対象として、そ

の活動実態を明らかにすることを目的として調査します。
調査結果は、国や地方公共団体の行政施策の重要な基礎資料

として利用されるとともに、企業、大学などでの研究資料、
小・中・高等学校の教材など、広く利用されているところです。
調査方法は、知事から事務を委嘱された調査員が事業所を直

接訪問して、調査票の記入をお願いし、記入した調査票を回収
する調査員調査です。
皆様から提出していただく調査票については、統計法に基づ

き調査内容の秘密は厳守され、統計作成の目的以外には一切使
用されませんので、正確な御記入をお願いいたします。
なお、記入等で不明な点がありましたら、役場総務課又は下記
までお問い合わせください。

記
群馬県庁　企画部統計課経済産業グループ
代表電話　０２７－２２３－１１１１　内線２４１０
直通電話　０２７－２２６－２４１０

建設課より村道関係の除雪に�

ついてお知らせ致します�

建設課より村道関係の除雪に�

ついてお知らせ致します�

冬
の
県
民
交
通
安
全
運
動
実
施

冬
の
県
民
交
通
安
全
運
動
実
施
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人口と世帯(平成14年11月１日現在)世帯数 1,779世帯(－1) 男 2,972人(－6) 女3,063人(－6) 計6,035人(－12）

将来どんな人になってほしいですか
プラス思考が一番で

す。どんな困難があっ
てもクヨクヨせず、常
に物事を前向きに考え
られる女性になっても
らいたいです。そうす
れば明るく、楽しい毎
日が送っていけると思
います。「みんなから好
かれる子になってネ！」

ちゃん（H13．12．４生）

星野　力・さとみ さん（須賀川）のお子さん

命名
舞納

お
め
で
た

�

桑
原
　
岳
偉
　
女
　
静
　
那
　
築
　
地

宮
田
　
利
文
　
男
　
倖
　
希
　
東
小
川

萩
原
　
義
人
　
男
　
　
平
　
　
土
　
出

萩
原
　
　
享
　
女
　
瑠
　
菜
　
土
　
出

佐
藤
　
一
正
　
女
　
円
　
香
　
花
　
咲

�
橋
　
昭
彦
　
男
　
龍
之
介
　
御
座
入

千
明
　
秀
藤
　
女
　
育
　
恵
　
東
小
川

結
婚
さ
れ
た
方
々
　
八
組

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
　
八
人

○
本
　
多
　
雅
　
也

土
　
出

大
　
塚
　
泰
　
世

栃
木
県

○
萩
　
原
　
清
　
作

土
　
出

前
　
田
　
伸
　
子

東
京
都

○
吉
　
野
　
　
　
透

土
　
出

萩
　
原
　
文
　
枝

吉
岡
町

○
宮
　
田
　
智
　
史

東
小
川

柳
　
瀬
　
あ
ゆ
み

埼
玉
県

○
越
　
口
　
猛
　
志

大
阪
府

星
　
野
　
初
　
美

土
　
出

○
小
　
貫
　
裕
　
一

茨
城
県

齋
　
藤
　
洋
　
子

越
　
本

○
中
　
村
　
光
　
広

白
沢
村

入
　
澤
　
信
　
子

越
　
本

○
深
　
艸
　
早
　
人

越
　
本

小
　
林
　
さ
や
か

川
場
村

(((((((

星
野
　
き
み
　
九
六
歳
　
須
賀
川

千
明
　
　
實
　
八
二
歳
　
摺
　
渕

吉
野
　
金
市
　
五
二
歳
　
越
　
本

笠
原
よ
し
の
　
八
八
歳
　
越
　
本

星
野
　
初
雄
　
四
六
歳
　
須
賀
川

飯
塚
　
行
雄
　
八
四
歳
　
摺
　
渕

入
澤
　
　
一
　
七
六
歳
　
越
　
本

石
田
　
は
な
　
八
八
歳
　
摺
　
渕

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
場
合
は
届

出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

窓
　
口
　
か
　
ら

生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
　
七
人

十
月
二
十
日
〜
十
一
月
十
九
日

ま　な

せ
い
　
　
な

こ
う
　
　
き

た
い
ら

る
　
　

な

ま
ど
　
　
か

り
ゅ
う
の
す
け

い
く
　
　
え

14

広報かたしな H14. 12

広
報
「
か
た
し
な
」
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

優しく、古風なイメ
ージで画数を考慮し、
決めました。人生のい
ろいろな場面で、上手
く立ち振る舞って、そ
の場をまるく納められ
るように…との願いを
込めて『舞納』と名付
けました。

将来どんな人になってほしいですか

ちゃん（H13．12．11生）

籾山　昭宏・恵理 さん（土出）のお子さん

命名
衣舞
い　ぶ

健康で明るく素直で
笑顔が素敵な優しい子、
誰とでも仲良くできる
心の広い子、大きな夢
を持ち、それを実現す
るための努力をする人
になってほしいです。

粉雪が舞う冬、女の
子が産まれました。た
くさん考えた中で、か
わいくて、呼びやすい
名前と思い“衣舞”と
名付けました。

片品村で開催予定！�
平成17年２月  第54回全国高等学校スキー大会�
平成18年２月  第61回国民体育大会冬季大会スキー競技会�

将来どんな人になってほしいですか
やっぱり健康第１！

であれば、でも他にも
欲を言えば、自分の道
をまっすぐに歩んでほ
しいです、そして誰か
らも親しまれ、たくさ
んいろいろな人たちと
出会い、人の気持を分
かり合えるやさしい子
に成長してほしいです。

ちゃん（H13．12．12生）

萩原　光晴・初江 さん（土出）のお子さん

命名
歩香
あゆ か

名付けの本を見て、
姓に合う名前をいくつ
か選びました。上の二
人も女の子だったので、
なかなか決まらず困っ
たのですが、親しみや
すく、カワイイ名前だ
った「歩香（アユカ）」
に決めました。

将来どんな人になってほしいですか
あたり前の事をあた

り前に出来る子どもに
育ってほしいと願って
おります。

くん（H13．12．25生）

星野　恭男・延子 さん（東小川）のお子さん

命名
哲也
てつ や

いろいろ考えて哲也
という事に決めました。
別に画数が良いとか、
悪いとかと言う事では
なく決めました。

(




